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もともとクマの仲間であるジャイアントパンダは、掌の構造

を変えなければ今のようにササを手でつかんで食べること

は不可能でした。「それでパンダは6 本目の指をつくり出し

てササをつかめるようにした」という長年の定説を覆した

のが遠藤秀紀さんです。動物の死体を集めて解剖し、その

構造を徹底的に研究している遠藤さんは、「実はパンダに

は 7 本目の指があり、さらに手首を曲げるように動かすこ

とでササがつかめるようになった」という事実を世界で初

めて発見しました。自らが行なう解剖学を「遺体科学」と

称する遠藤さんに、ご自身の研究と、水から陸に上がり二

足歩行になったヒトの進化の歴史についてお聞きしました。

「遺体科学」とは何か？
――5億年の歴史を五感で探る

私は、動物の死体をひたすら集めてメスを入れることで、私た

ちヒトや動物たちの進化の歴史をたどっています。例えばパンダ

の指の数を数えたり、オオアリクイの口の開き方を調べたり、は

たまたゾウの足はどういうしくみであの巨体を支えているのかを

解明しているのです。地球上に脊椎動物が誕生して約 5 億年と

すると、私たちの仕事はその歴史を感じ取る仕事といえます。

私は「遺体科学」と称していますが、手法は解剖学と同じです。

解剖学はアリストテレスの時代から2000 年にも及ぶ古い学問で

すが、日本では医学部のカリキュラムと混同して矮小化されるこ

とが多いため、遺体科学という名称を十数年前から用いています。

生きとし生けるものは必ず死にますが、その死体を主に動物園

から譲っていただき、研究対象にしています。時には猟師さんか

らいただくこともあります。

好奇心のもとになっているのは「進化」です。地球が生まれて

約 46 億年、脊椎動物が誕生して約 5 億年経ちますが、今の姿

はそれだけ長い時間をかけてつくりあげられたもの。そこで「死

体を読んで」これまでの進化の道のりをたどるのです。考古学者

がピラミッドを発掘し、古代文字や古文書を解読するのと同じ手

法です。死体は歴史絵巻のようなもので、調べていくと今日まで
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ヒトが備える「水分を体に溜める」しくみ

ジャイアントパンダの左前肢。食べものをつかむようにするた
め、手首にある2つの骨の突起を進化させた　
写真提供：国立科学博物館
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の 5 億年の歴史がわかるのです。

また、最近の科学には珍しく「目で見て、手で触って、匂いを

かぐ」という五感を用いた研究でもあります。もちろん発見した

ことを客観的に見てもわかるようにコンピュータや CT スキャン、

MRI なども用いますが、新しい発見の瞬間は五感で感じとること

の方が圧倒的に多いのです。死体を見て、触って「これまで言

われていたことと違うんじゃないか？」とピピッと感じる――それ

が発見につながるのです。

遺体科学では死体を逃しません。どれほどひどい臭いがしよう

が「どんな死体にも発見はある」と信じ込んで挑みます。腐敗が

進んでどろどろに溶けてしまったもの、ウジがわいて目を背けたく

なるようなものもなかにはあります。「先生、こんなに腐っていて

は無理です」と言う学生もいますが、私は「消防士さんが『あ

の火事は嫌いだから消しません』なんて言わないだろう？ それと

同じだ！」と激励します。最終的には死体を骨にしますが、その

過程で学生は研究というものを学ぶのです。

これまで、私一人でおそらく何万もの骨を集めたはずですが、

それを未来に残すことで、遺体科学の根幹となり次の発見につ

ながっていくはずですし、博物館に足を運んだ人々がそれを見て

驚いて興味を抱く機会にもなっているはずです。

水から離れたら生きていけない
――サメの胎子とヒトの胎児が似ている理由

水と生きものの話をしましょうか。

そもそもどんな生きものも水のなかに起源をもちます。特に真

水です。生きものは真水のなかで生きていれば、特殊な機能を

もたなくてもいい。魚を水から取り出すと死んでしまうように、人

間をはじめとする「背骨のある生きもの」は、水から切り離され

て生存することがきわめて困難です。

中学生か高校生のときに「発生反復説」を習ったと思います。

これを唱えた人としてドイツの生物学者、エルンスト・ヘッケル

が有名です。彼は「サメの胎子は人間に似ている」と言いましたが、

これは間違い。正確にはカール・エルンスト・フォン・ベーアが言っ

たように「サメの胎子は人間の胎児に似ている」のです（注）。

この図を見てください。発生反復説を説明するときによく用い

られますが、魚類、両生類、爬虫類、鳥類、哺乳類、ヒトの発

生の各段階を示しています。初期段階は驚くほど似ています。こ

のヘッケルの図には間違いもありますが、今でも本質はここにあ

る。つまり初期段階、咽
いんとうはい

頭胚といいますが、これは基本設計を

表しています。咽頭胚の段階では、サメにもカエルにもカメにも
（注）　
動物発生学ではヒトのみ「胎児」で、ほかの生きものは「胎子」と記すことが多い。

図 エルンスト・ヘッケルによる「脊椎動物各群の発生過程」
 左から、サメ（魚類）、イモリ（両生類）、カメ（爬虫類）、ニワトリ（鳥類）、

ブタ（哺乳類）、ウシ（哺乳類）、ヒト。画像の不正確さも指摘されるが、
本質は変わらない。　原画をもとにミツカン水の文化センターが作成

オオアリクイの頭骨を左前方から見たところ。CTによる三次元復構
像。矢印のように下顎が開くことによって、舌で捕えたアリを飲み込
むことができる　写真提供：遠藤秀紀さん

ラッコを解剖する遠藤秀紀さん　写真提供：遠藤秀紀さん

2遠藤秀紀　　ヒトが備える「水分を体に溜める」しくみ



水
の
風
土
記
　
水
の
文
化 

人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ミ
ツ
カ
ン 

水
の
文
化
セ
ン
タ
ー

ニワトリにもブタにも、そしてヒトにさえもなることができるように

見えます。もともと水のなかで生きてきた生きものの基本設計は

同じで、ここからいかに水から少し離れても生きていけるようにす

るかが進化の過程なのです。それはサメなどの胎子とヒトの胎児

が似ているという事実からもわかります。

胎子・胎児を「水」で閉じ込める
――干からびさせないしくみとは

先ほど「水から切り離した」と言いましたが、かといって水と

無縁になったわけではありません。今日でも真水がなければあら

ゆる生きものは生きていけません。ヒトも体の約 60％が水分と

いわれるように、水が浸るように大量にある環境から少し離れて

もどうにか生きていけるように、体に水を溜め込むしくみをつくり

ました。その一つに胎子・胎児を「干からびさせない」しくみが

あります。これは両生類と爬虫類がちょうど境目となっています。

魚類と両生類は胎子の外側に膜をもちません。魚類と両生類

は卵を卵として形づくるための膜はありますが、その内側に膜は

ないので水浸しの環境（水中）に卵を産みます。それに対して爬

虫類以降は、卵の内側にもう一つ膜をつくり、それを水袋としま

す。つまり胎子を「水で閉じ込めた」のです。

魚の卵とカメの卵を水中から取り出して机の上に置くとしましょ

う。魚の卵は乾燥してすぐに死んでしまいます。ところがカメの

卵は、とりあえずすぐには死にません。つまりカメをはじめとする

爬虫類以降の生きものは、胎子を包む膜「羊膜」をつくることで、

胎子を乾燥から守る構造にしたのです。

ここでもう一つ難しい問題が生じます。それは生命が生まれた

瞬間から生じる老廃物をどう処理するかです。魚類と両生類の胎

子は周囲の水とつながっているのでただ捨てればよいのですが、

爬虫類以降の生きものは羊膜で包んでいるので外に捨てることが

できません。そこで老廃物を溜めておく「尿膜」をつくりました。

尿膜は「おしっこの袋」と考えてください。胎子は外界に出るまで、

栄養分は黄身から摂り、老廃物は尿膜に溜め込みつづけます。

そして私たち哺乳類は、胎子に必要な栄養分の摂取と老廃物

の処理を母親に臍
さいたい

帯でプラグインすることで解決しています。た

だし、これは進化的にさほど難しいことではなく、むしろ胎子を

羊膜で包み込んで干からびさせないしくみをつくることの方がずっ

と困難だったはずです。

このように、自分が水を失わない、そして摂取する水の量をで

きるだけ少なくて済むような体になっていく――。その過程こそ

が 5 億年の進化の足跡なのです。

水中から陸上生活へ
――偶然が生んだヒトの二足歩行

あらためて人類が生まれた経緯を振り返ってみましょう。

約 3 億 7000 万年前、魚類の一部が「水離れ」の第一歩と

して空気中に体を持ち出しました。それまで水のなかで暮らして

いたけれど、陸に上がったことで重力に対抗せざるを得なくなっ

た。そこで魚時代のヒレを使って四本足で歩き出します。やっぱ

り四足歩行がいちばんバランスがよいのですね。

重心を体のどの位置に置くかは、その後に試行錯誤がありま

した。例えばエリマキトカゲという爬虫類がいます。二本足で走

る姿がユーモラスですが、あれは二本足で走ろうとしているわけ

ではなく、重心が体の後方にあるために走り出すと体が起き上

がってしまっているだけなのです。逆にウマやゾウ、サイなどの

哺乳類は重心が前にあるため、思いきり走っても頭は上がりま

せん。

それに対して私たちヒトは、二本足で歩くという他の哺乳類

から見れば異様な姿になりました。そうなる前に一度木に登る

のですが、それはヒトの祖先が弱者だったから。もしも四本足

できちんと走れていたら木に登らなくても済んだはずです。とこ

ろが逃避の場だったはずの木の上で暮らすことによって、頭脳

が見事に発達します。木の上で暮らすならば、枝に手を伸ばさ

なければいけないし、木の実を見つけたり、どっちがおいしい

花なのかと色も見極めなければいけない。隣の木に飛び移るた

めにはどれくらいの距離なのかを判断し、飛び移ったら幹をしっ

かりつかむための動作も必要です。そういったことすべてが脳

を大きくし、神経系の性能を著しく発達させる方向に働いたの

です。

恐竜が滅びたのは隕石が地球に落ちたからで、いわば偶然の

出来事。そしてヒトの誕生も、実は偶然の要素が強いです。

ヒトの祖先が木の上で暮らすことで頭脳を発達させていた約

500 万年前、東アフリカで地球史に残るような大干ばつが起き

ます。それで森林がなくなってしまったので、私たちの祖先とな

るサルは「しかたなく」地上に降りたと考えられます。ところが

すでにいろいろなことができるようになっていたうえ、二本足で歩

くこともできました。二足歩行が有利なのは、前足を使って作業

ができること。前足で石を割って道具をつくるようになります。ど

んなに頭のいいチンパンジーでも、道具を使うことはできても「道

具をつくること」はできません。

最初に二本足で歩いた人類はアウストラロピテクスといわれて

いましたが、東京大学総合研究博物館の諏訪元教授が「ラミダ

ス猿人」を発見し、その説は塗り替えられました。ラミダス猿人
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はまだ親指が大きくて、枝をつかむことができるような形をして

いました。木の上でも暮らせたでしょうし、平地では二本足で歩

くことができたと考えられています。

ちなみに、二足歩行と四足歩行に中間はありません。かつてヒ

トが歩けるようになった姿として四本足から徐々に体を起こして

最後に二本足で歩くイラストがありましたが、あれは間違いです。

ちょっとした不器用さはあったかもしれませんが、きちんと直立

しなければ二足歩行はできません。屈んでいる姿は、ゴリラとか

チンパンジーが時折見せる「ナックルウオーク」をイメージした

のでしょう。およそ 500 万年前から今のヒトに至る二足歩行の

進化は一直線です。

二足歩行のデメリット
――心臓から遠いつま先、力仕事をしない前足

ヒトが二足歩行になったことで生じたデメリット。それは、現

代人ならではの冷え性やむくみ、肩こりといった体の不調です。

二足歩行が達成されたラミダス猿人から後を「人類」と呼び

ますが、人類しか道具をつくることはできません。地球の歴史を

振り返ると、二足歩行できるようになってから核兵器をつくりコ

ンピュータを使うようになる現在まで、大して時間は経っていな

いのです。

水のなかから出て四足歩行になり、さらに偶然にも二足歩行と

なった進化の結果、現代人は冷え性やむくみ、肩こりで悩んでい

ます。体にある血流は、四足歩行なら心臓からそれぞれの足の

先まで多少の落差はありますが、大した高低差ではありません。

ところが二足歩行だと心臓からつま先までは垂直かつ遠いので

落差が激しい。心臓からつま先まで落ちてしまった血流がなかな

か戻ってこられず、むくみにつながるのです。

肩こりは少し違います。人間の腕は本来前足ですので、歩いて

いるときに使うのが正しい。デスクワークをして力仕事をしない

前足は生物的には異様な使い方といえます。前足を使えばいい

のに、使わないことで生じるのが現代人の肩こりと考えられます。

椎間板ヘルニアは、主に座ってしまうことが原因です。もとも

と背骨は地面と水平な状態で設計されているもの。ヒトの脊椎の

カーブは比較的うまくできていますが、座ることによって上半身

の体重を腰部だけで支えることになる。椎間板ヘルニアが腰の

部分で多く起きるのは、そもそも垂直方向に加重されることを考

えて設計されていないからです。

現代人のこんな体の不調からも、他の生きものとあまりにかけ

離れたヒトの進化の歴史を感じることができます。

「遺体科学」の現場で憂慮していること
――生と死について考える機会を

動物の死体を引き取って調べる遺体科学の現場に身を置いて

いると、生と死について考えることが多くなります。動物園では

たくさんの飼育員さんたちが一生懸命育てているけれども、寿命

や病気でどうしても死ぬことから逃れられません。また、動物園

できちんと世話をしていても動物の赤ちゃんの死体はよく届けら

れます。幼い時期はやはり生きものとして弱いのですね。

こうした生きとし生けるものはやがて死ぬという場面に多く立ち

あっていると、日本をはじめとする先進国では「生と死の境目」

が日常から切り離される傾向にあることが気になります。お年寄

りが生活の場である自宅で最期のときを迎えることが少なくなり

ましたね。しかし、その一方では、誰にも気づかれずに生涯を

閉じる孤独死も増えています。また、毎日のように肉を食べてい

るにもかかわらず、肉がどういう風につくられているか、つまりど

うやってウシやブタやニワトリが殺されているかを先進国のほとん

どの人たちは見たことがありません。私は一度くらい見ておくべ

きだと思います。それは「命」を考える大きな機会となるはずだ

からです。

生と死を切り離してしまった弊害として、日本人は潔癖症にな

りつつあるのではないでしょうか。いたるところに消毒用のアル

コール容器が置いてありますし、電車のつり革につかまれない若

者が増えているという話も聞きます。病気を必要以上に恐れるこ

とは、逆に人を不幸にするのではないでしょうか。

人と動物は病気で死んでいくものです。それは逃れられないこ

とです。生きものの宿命ともいえる病気を、技術や手法やルー

ルでいくら制圧しようとしても無理があります。病は共存していく

ものですし、そもそも生きていることと死ぬことは表裏一体なの

です。

パンダの指の数やオオアリクイの口の開き方やゾウの足のしく

みを調べるのも私の仕事ですが、大学や博物館の役割を考える

と、そうした生と死の考え方やあり方を世の中に投げかけること

も必要だと思っています。

　（取材日　2017 年 1 月 28 日）
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